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平成28年度予算見積調書

B59

課室名:課室名:みどり自然課

内線:内線:3155

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成28年度～
平成32年度

会計 款 項 目

一般会
計

環境費総務費 自然保護対策
費

説明事業

自然公園等施設整備費

戦略項目

担当名:担当名:自然ふれあい・砂利対策担当

さいたま緑の森博物館条例 10　　　みどりと川の再生

040101　みどりの再生（身近な緑の保全・創出・活用）

予算額

決定額 28,98928,989

前年額

28,98928,989 28,98928,989

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

繰入金
一般財源

番号

さいたま緑の森博物館保全推進事業費

１　事業の概要

　さいたま緑の森博物館は、用地の71.0％を借地により

確保している。

　この自然環境を確実に保全するため、首都圏近郊緑地

保全法又は都市緑地法に基づく保全地区への指定により

国の財政支援を受けた当該用地の公有地化を検討する。

　・自然環境調査　　　28,989千円

２　事業主体及び負担区分

　（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

５　事業説明
（１）事業内容
　　　　さいたま緑の森博物館自然環境調査　　　　28,989千円
　　　　　法に定める保全地区（地域制緑地）の指定のために必要な自然環境調査を実施する。

（２）事業計画
　　　　自然環境調査、国、地元市等との調整、整備手法の検討・決定、地権者アンケートの実施

（３）事業効果
　　　　さいたま緑の森博物館の公有地化により、都市に近接するまとまった樹林地（狭山丘陵）を恒久的に保全する
　　　ことができる。
　　　　この緑地は、その蒸散作用などにより島状に冷気が集まる「クールアイランド」を形成し、そこからの冷気の
　　　にじみ出しにより周辺部のヒートアイランド現象を緩和する効果がある。

（４）その他
　　　　さいたま緑の森博物館

　　　　　　うち公有地（買収済み）　 8.4ha（ 9.8％）
　　　　　計画面積　　　　　　　　　85.5ha

(単位：千円)

分野施策


